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早島町社会福祉協議会 平成２６年度事業総括 
 

➤本会の基本理念 
お互いが支えあい  安心して 幸せに暮らせる  住みよい地域をつくります 

 
➤本会の経営理念 

本会役職員は、基本理念に則り地域福祉事業の推進と介護保険事業の充実・発展を図るとともに、安定した法⼈
運営に心がけてまいります。 
 

➤本会の基本姿勢 
本会は、地域福祉事業と介護保険事業を中⼼とした法⼈運営を⾏っています。 
地域福祉事業の基本的な考え⽅といたしましては、住⺠主体の原則を堅持し、住⺠の⽅が住み慣れた地域で安⼼して⽣活

ができる具体的かつ背伸びせず着実に推進（実⾏）可能な計画づくりを構築していくことが必要であると考えており、平成
２５年度から平成２６年度にかけて地域福祉事業の羅針盤となります地域福祉活動計画を策定し、以降、この計画に沿った
事業を実践してまいる予定です。 

また、介護保険事業では、平成２６年度に介護保険法の⼀部改正が⾏われ、平成２７年度を初年度とした新たな介護保険
制度が適⽤されることとなっており、本会にとってもますます厳しさを増してくるものと思われますが、限りある財源のな
かで⼯夫を凝らし利⽤者本位に⽴った良質で特⾊を持った介護サービスの提供に心がけてまいる所存です。 

この両事業を推進するにあたり、職員の⽇々の⼈材育成は勿論のこと、各⼈が⾃主財源の確保と効率的な予算執⾏といっ
た経営感覚を身に着け、無駄を排除した安定的な法人運営に心がけることを最重点事項といたします。 

 

（平成２６年度事業計画書より抜粋） 
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■社協・事務局重点項⽬（重点⽬標）及び達成度 

事務局重点項目（重点目標） 達成度 

１）地域福祉活動計画の策定 
 同計画策定委員会を設置し、福祉のまちづくりに向けた 

住民参画による同計画作づくりを推進する。 

・昨年度から引き続き、部会での課題対策の方向性の議論や福祉

活動モデル地区での活動の実践検証を継続し、住民参画を得な

がら活動計画の立案を行った。 

・策定委員会でも引き続き活動計画素案や基本理念、愛称等を協

議し、計画案を作成。策定委員会の答申を得て、今年１月にパ

ブリックコメントを実施して活動計画を策定完了した。 

                 （Ａ） 

２）新会計基準の導入に向けた準備 
 社会福祉法人の会計基準の改定に伴い、次年度へ向けて

円滑な移行準備を進める。 

・県社協の研修会への参加やコンサルティング会社の協力助言を

得ながら、経理規程や経理規程細則等の必要規程類の作成を行

い理事会・評議員会へ提出し承認を得た。 

・承認を得た、経理規程に基づき次年度の予算書の作成を行った。                           

・新会計基準に対応したシステムの導入を行い、３月に操作説明

を受け、次年度当初から新システムで経理処理を行える体制を

整えた。                     （Ａ） 

   ＜達成度基準＞  

Ｓ：１００％以上 Ａ：８０～９９％ Ｂ：６０～７０％ Ｃ：４０～５９％ Ｄ：２０～３９％ Ｅ： ０～１９％ 
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■介護事業部 セクション別重点項目（重点目標）及び達成度 

 介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

居

宅

介

護

支

援 

１）医療・介護・福祉との連携強化 
利用者のよりよい在宅生活の継続へ向け、介護分

野のみならず、医療関係者及び地域福祉関係者と介

護支援専門員の連携強化を計画的に遂行する。 

・医療関係者との連携については、外部医療機関の研修への参
加や地域包括支援センターが主催する町内における医療・看
護・介護の連携を推進する検討へ加わった。また、医療連携

を進める独自シートを作成し、すべての利用者の情報を再整
理し、主治医や医療関係者へ積極的な情報提供を行った。 

・地域のサロン活動の見学や福祉活動員との顔合わせ、関係者
や地域との会議や研修への参加等により、地域の社会資源の

情報共有や資源活用の意識付けを行った。      （A） 

2）信頼ある事業所運営に向けた体制整備 
不安定であった介護支援専門員の人員体制を整え

るとともに、定型的の見直しとルール化による運営

体制の改善を行う。また、本人ご家族の意向に沿っ
た援助を行う為の基礎調査を行う。  

・人員体制については、補充した新任職員の育成に努め、複数
の主任介護支援専門員の取得配置により安定化し、新規利用
者の受入を再開できた。 

・年間を通じ、類似書類の統一化や機能改善による事務効率化
や業務運用ルールの明確化等の業務改善を行った。 

・煩雑な書類作成漏れ防止の為の記録チェック（３期分割）の
徹底や利用者及び家族への調査による業務評価の実施等、ケ

アマネジメント業務や援助の点検と振り返りに努めた。（A） 

＜運営状況総括＞ 
・昨年度比で、新規契約件数が３３件増加したが契約解除件数も同様に２３件増え、入院を繰り返される方も多く、月

平均請求件数は１２件減少した。 

・契約解除件数は、前年度より２３件増の５５件。内３０件が入所、２０件が永眠。他は入院と軽度化（要支援）。 
・人員体制不足や引継ぎにかかる新規受入中止期間（３ヶ月）と、特定事業所加算分（3,000 円/件）が算定できない

期間（１０ヶ月分）があったことで、前年度に比べ大減収となった。 
∴収支差引額：▲２，５１９千円 

＜達成度基準＞  

Ｓ：１００％以上 Ａ：８０～９９％ Ｂ：６０～７9％ Ｃ：４０～５９％ Ｄ：２０～３９％ Ｅ： ０～１９％ 
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 介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

 

１）利⽤者の満⾜度を向上と安定した運営 
近隣店舗や施設を有効利用したプログラム提供と

ポイントカードや保険外の日帰り旅行を継続すると
共に、旅行に参加出来ない利用者の方が参加できる
企画を実施する。 

また、写真やデイだよりを使ってデイでの様子を
見える形にして伝えることで、利用者には満足を、
家族には安心感を持っていただき、安定した運営に
繋げる。 

 
 

・旅行は、利用者２９名、家族７名の参加があり、前年度とほぼ

同数であった。旅行に参加出来なかった方に対しては近場へ紅
葉見物に出掛けた。また館内で楽しむ事が出来るように、作品
と写真の展示会を開催した。 

・活動の様子を写真で伝えた事に対しては、『デイの様子がわか

って良い』や『家での話題に出来る』など好評価の回答が全体
の９割強を占めたものの、年末からの入院や年始のインフルエ
ンザの蔓延、７-９時間の利用者の減少が要因となり収入が減
少し、安定した運営には繋がらなかった。         

（B） 

２）⾏動評価シートを有効活⽤ 
行動評価シートを基に、目標管理シートを作成し、 

職員自ら、資質の向上に努める。また、『介護技術』
と『接客態度』については２ヶ月ごとに重点事項を
決めて、全職員で取り組み、サービスの標準化を図
る。 

 

 
・個人目標とデイ全体での目標の２本立てで、資質の向上に努め

た。全体目標の中には、全員が徹底できるようになった事もあ
ったが、年度末に実施したアンケートで『対応の仕方が人によ
って違う』といった回答が複数名あり、質の向上については今
後も継続した取り組みが必要な結果となった。 

（B） 

＜運営状況総括＞ 
・要介護と予防をあわせた１日あたりの利用者数は２９．３人であり、１日平均３０人を下回った。 
・全体に対する要介護の利用者の割合の減少と７-９時間の利用者の割合の減少が、減収の要因となっている。 

∴収支差引額：１０，８３８千円 

       ＜達成度基準＞  

Ｓ：１００％以上 Ａ：８０～９９％ Ｂ：６０～７9％ Ｃ：４０～５９％ Ｄ：２０～３９％ Ｅ： ０～１９％ 
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  介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

１）在宅サービスの充実と信頼関係の構築 
利用者の特性を踏まえて柔軟かつ継続的な対応が 

出来るよう支援する。アンケート調査によるニーズ

の把握を行い、利用者の満足度アップに繋いでいく。 

・認知症状のある方が全利用者の約３割を占めており、地域の
方々や関係機関との連携もとりながら支援を行った。しかし
ながら、認知症の方への援助は一人ひとり対応が異なり、良

い援助に繋がったかどうか疑問が残った。 
・介護外サービスを提案し柔軟な対応をした。 
・アンケート調査は今年も年末に行った。殆どの方から満足と

の評価を頂いた。その中でも直接聞き取りが必要と判断した

方には訪問し要望や意見など聞き、改善できるところは即実
行した。                     （B） 

2)職員の質の向上と専門性の強化 
人事管理制度を有効活用した資質の向上と、内

部・外部の研修に積極的に参加し、質の高い適切な
個別の援助が出来るよう専門性を身に付ける。 

・登録ヘルパーも含めて人事管理制度の行動評価にて自己分析
を行った。 

・介護技術の習得の為の内部研修には積極的に参加があったが、
外部研修には声賭けを行ったものの参加に繋がらなかった。 

（B） 

〈運営状況総括〉 
・昨年比で要介護者の利用延べ利用者数が２９人の増にもかかわらず、訪問回数５３２回の減少。 
・介護保険外サービス事業の定期的な利用があった。 
∴収支差引額：▲５３千円 

＜達成度基準＞  

Ｓ：１００％以上 Ａ：８０～９９％ Ｂ：６０～７9％ Ｃ：４０～５９％ Ｄ：２０～３９％ Ｅ： ０～１９％ 
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◆平成２６年度事業実績 

Ⅰ．会務の運営 
１．役職員による法人運営 
〔１〕理事会・監事会・評議員会 

（１）要 件 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき理事会６回、監事会１回、評議員会

４回を開催した。 

   ・役員・評議員と地域福関係者による先進地の視察研修を実施するなど、本会が行う

事業の充実強化を図る為の参考材料とした。 

（２）実施結果 

  ◇理事会 

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成２６年 ４月 １日（火） 

／理事８名（９名） 

／書面決議書提出者 1 名 

／監事２名（２名 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会会長の選任について 

平成２６年 ５月２８日（水） 

／理事８名（９名） 

／書面決議書提出者１名 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員の補充選任につい 

 て 

◇平成２５年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会事業実績 

報告について 

◇平成２５年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会収支決算 

報告について 

◇報告事項 

・夏のボランティア体験事業について 

・介護職員初任者研修について 

平成２６年 ９月２４日（水） 

／理事７名（９名） 

／書面決議書提出者 ２名 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員の補充選任につい 

 て 

◇早島町社会福祉協議会理事・評議員選任規程及び内規の一部 

改正（案）について 

◇平成２６年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会第１次補正 

予算（案）について 

◇報告事項 

・社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員給与規程内規及び 

嘱託職員賃金規程内規（案）について 

・地域福祉活動計画策定の進捗状況について 

・夏のボランティア体験事業について 
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平成２６年１２月１７日（水） 

／理事９名（１０名） 

／書面決議書提出者１名 

／監事０名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員の選任について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会経理規程の改正（案）に 

ついて 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会資金運用規程の制定（案） 

について 

◇平成２６年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会第２次補正 

予算（案）について 

◇報告事項 

・地域福祉活動計画の答申について 

・介護職員初任者研修実施結果について 

・住民福祉活動先進地視察研修実施結果について 

・共同募金運動の実施状況について 

・歳末たすけあい事業の実施状況について 

・基金の運用について 

平成２７年 ２月 ３日（火） 

／理事９名（１０名） 

／委任状提出者１名 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会会長の選任について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会副会長の選任について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会会長・副会長の職務代理

について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会常務理事の指名について 

◇報告事項 

・基金の運用について 

平成２７年 ３月２５日（水） 

／理事１０名（１０名） 

／監事 ２名（２名） 

◇平成２６年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会第３次補正 

予算（案）について 

◇平成２７年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会事業計画

（案）について 

◇平成２７年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会当初予算

（案）について 

◇報告事項 

・共同募金実績報告について 

・介護職員初任者研修について 

・基金の運用について 

・社会福祉法人早島町社会福祉協議会常務理事の指名の事前 

承認について 

◇監事会 

   ・開催日：平成２６年５月２０日（火）／監事２名出席 

   ・内 容：平成２５年度事業実績状況（報告書）及び決算（書）及び諸帳票の監査  

※指摘事項は、特になし 

◇評議員会 

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成２６年 ５月２９日（木） 

／評議員１４名（２１名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会理事の補充選任について 

◇平成２５年度早島町社会福祉協議会事業実績報告について 

◇平成２５年度早島町社会福祉協議会収支決算について 

◇報告事項 

・夏のボランティア体験事業について 

・介護職員初任者研修について 

平成２６年 ９月２６日（金） 

／１３名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会理事の補充選任について 

◇早島町社会福祉協議会理事・評議員選任規程及び内規の一部 

改正（案）について 
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◇平成２６年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会第１次補正 

予算（案）について 

◇報告事項 

・地域福祉活動計画策定の進捗状況について 

・夏のボランティア体験事業について 

・共同募金運動計画について 

平成２７年 １月２１日（水） 

／１５名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会理事・監事の選任につい 

 て 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会経理規程の改正（案） 

 について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会資金運用規程の制定（案）

について 

◇平成２６年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会第２次補正 

予算（案）について 

◇報告事項 

・早島町地域福祉活動計画書（案）について 

・介護職員初任者研修実施結果について 

・住民福祉活動先進地視察研修実施結果について 

平成２７年 ３月２７日（金） 

／１３名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会理事の補充選任について 

◇平成２６年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会第３次補正 

予算（案）について 

◇平成２７年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会事業計画

（案）について 

◇平成２７年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会当初予算

（案）について 

◇報告事項 

・共同募金実績報告について 

・介護職員初任者研修について 

・コミュニケーション麻雀について 

 
〔２〕役員の先進地視察研修  
 （１）要 件 

   ・他市町村の住民主体の地区福祉活動先進地を視察し、本町における地区福祉活動の

あり方を検討する機会とするため、住民福祉関係者と合同で先進地社協（笠岡市）

へ視察研修を行った。 

 （２）実施結果 

視察日程／参加者 視察先／主な研修項目 

平成２６年１１月 ６日（木） 

[参加者] 

・理 事： ３名 

・評議員： ６名 

・その他：５９名 

合 計：６８名 

笠岡市社会福祉協議会 

◇『地区社協』活動について 

・地区社協内の部会設置について 

・地区社協の取り組みについて 

子ども劇場笠岡センター 

◇『ふれあい・たすけ愛サービス』について 

・サービス内容について 
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Ⅱ．地域福祉事業 

１．広報事業活動 
〔１〕社協だより発⾏ 

（１） 要 件 

・町民に対する社協活動や住民福祉活動等の情報提供手段として、広報誌「はやしま

社協だより」を年４回発行（前年度３回から発行回数増）。 

（２）発行実績 

◇第９３号（夏 号）平成２６年 ６月下旬発行（５，０００部） 

◇第９４号（秋 号）平成２６年 ９月下旬発行（５，０００部） 

◇第９５号（新春号）平成２６年１２月下旬発行（５，０００部） 

◇第９６号（春 号）平成２７年 ３月下旬発行（５，０００部） 

 
〔２〕早島の匠ミニギャラリー 

（１）要 件 

・地域福祉センター（オアシス早島）１階ロビーを活用し、町内住民やグループによ

るミニ作品展を開催し、一般住民の来館促進を図り、センター機能の周知を行う。 

（２）開催実績 

◇個 人 

ジャンル テーマ 作者（出展者） 作品展示期間 

絵 画 油 絵 山根 昭彦 平成２６年 ８月 ４日～ ９月 ３日 

写 真 早島町の四季 渡邊  旭 １０月１４日～１１月１０日 

写 真 景色 他 舩越 真澄 平成２６年１１月１２日～１１月２７日 

◇団 体 

早写会               平成２６年 ５月３１日～ ６月３０日 

障がい者作品展           平成２６年１２月 １日～１２月１８日 

舟本自治会コミュニケーションクラブ 平成２７年 ２月 ２日～ ３月 ２日 

デイサービスセンター利用者作品展  平成２７年 ３月２３日～ ４月１１日  

     

２．会費・寄付・募⾦ 
〔１〕住⺠会員・会費の募集 
 （１）要 件 

     ・社会福祉に関心を有し、本会の趣旨に賛同した個人又は団体等の会員を募るもので

ある。しかしながら、積極的な広報を行うことができなかったため、下記の結果と

なった。 

（２）実施結果 

区  分 会員数 口 数 金  額 

賛助会費・個人（一口１，０００円） １人 １口 １，０００円 

合  計 １人 １口 １，０００円 
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〔２〕一般寄付等の受納 
 （１）要 件 

     ・一般寄付・満中陰志を受納し、ほほえみ基金事業の原資として基金積立てを行った。 

 （２）寄付金実績 

区  分 件  数 金  額 

一般寄付 ６件 １５９，３１４円 

満中陰志 ２１件 ５０５，０００円 

合  計 ２７件 ６６４，３１４円 

 

〔３〕共同募⾦運動（⾚い⽻根共同募⾦・歳末たすけあい募⾦）の推進 
（※岡山県共同募金会早島町共同募金委員会事務） 

（１）要 件 

  ・地域福祉の推進を目的に、募金活動を通じて、「思いやりの心」を掘り起こすとと

もに、共同募金の適正かつ効果的な助成を行う。「じぶんの町を良くするしくみ。」

をテーマに、共同募金の役割や使い道の周知を図り、多くの地域住民の方々の理解

や参加を促すため街頭募金活動やイベント行事等を実施した。 

（２）実施結果 

  ①赤い羽根共同募金実績：１，５４９，８７６円（前年度比：９９，９８３円減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②歳末たすけあい募金実績：９７０，３００円（前年度比：１２，１８２円減） 

 

 

 

  

 

③共同募金運動推進活動 

＜街頭募金活動＞ 

 ・平成２６年 ９月１９日（金）／早島中学校     （募金実績 ９，３４２円） 

 ・平成２６年１０月 １日（水）／早島駅前      （募金実績 ３，８９５円） 

 ・平成２６年１１月 ２日（日）／早島町中央公民館  （募金実績   ５２５円） 

  ※早島中学校街頭募金は、上記（２）では学校募金へ計上。 

＜イベント募金活動（いきいき広場）＞ 

 ・平成２６年１１月 ２日（日）／早島町中央公民館  （募金実績１３，００２円） 

 

募金種別 募金額内訳 

戸別募金 １，０９０，０６６円 

街頭募金 ４，４２０円 

学校募金 ３６，９９９円 

個人募金 １３，０００円 

法人募金 ２５８，７７２円 

イベント募金 １３，００２円 

職域募金 １０７，９３５円 

その他の募金 ２５，５８９円 

通帳利息 ９３円 

募金種別 募金額 

戸別募金 ９５７，９０５円 

個人募金 ６，０００円 

その他の募金 ６，３７０円 

通帳利息 ２５円 
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３．地域福祉活動計画の策定 
〔１〕福祉モデル地区の取り組み支援 

（１）要 件 

  ・自治会単位の福祉活動推進のあり方の模索を目的に、町内で平均的な人口･世帯規

模である片田地区を昨年度にモデル地区指定。 

・昨年度同地区で行った福祉活動に関するアンケート調査結果に基づき、年間に渡り

福祉活動の検討を行い、交流行事を中心とした地区活動の活性化を図った。 

 （２）活動実績 

   ・救急医療情報キットの設置推進（４月） ・地区福祉活動検討会（毎月１回） 

   ・夏休み子どもサロンの開催（７～８月） ・新年もちつき会の開催（２月） 

 

〔２〕策定委員会の設置運営 
 （１）要 件 

     ・地域住民や社会福祉に関する活動を行う者（委員１６名）及び専門家（顧問３名）

による協議体組織を設置。 

     ・活動計画策定に向け、活動計画骨子や具体的内容、基本理念や愛称の協議等を行っ

た。 

   （２）実施結果      

開催日 主な内容事項 

平成２６年 ７月２９日（火） 

 

 

◇協議事項等 

・課題分析部会協議結果について 

・課題対策部会協議結果について 

・福祉モデル地区活動実施状況について 

・早島町地域福祉活動計画の計画骨子（構成案）について 

・今後の活動計画策定スケジュールについて 

平成２６年１０月 ６日（月） 

 

 

◇協議事項等 

・早島町地域福祉活動計画の方向性（案）について 

・早島町地域福祉活動計画の実施計画（案）について 

平成２６年１０月３０日（木） 

 

 

◇協議事項等 

・早島町地域福祉活動計画の方向性（案）について 

・早島町地域福祉活動計画の実施計画（案）について 

・早島町地域福祉活動計画の愛称・基本理念・スローガンに 

ついて 

平成２６年１１月２０日（木） 

 

 

◇協議事項等 

・早島町地域福祉活動計画＝原案＝について 

・パブリックコメントの実施について 

 
〔３〕福祉課題分析・対策部会の運営 
 （１）要 件 

     ・福祉関係団体・機関ヒアリング記入調査から抽出された１２３項目の基本課題を基

に、昨年度分析を行った課題への対策の方向性を協議した。 

     ・各分野別課題対策部会は、関係福祉団体代表者と福祉機関及び行政担当者で行った。   
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（２）開催実績 

 

 
 
 
 
 
４．福祉活動員活動の支援 
〔１〕福祉活動員協議会活動の支援 
 （１）要 件 

・各自治会町内会から選出された「福祉活動員」７９名で組織する「福祉活動員協議

会」の事務局として、福祉活動員の活動支援を行った。 

・定例会を全体研修月以外に７回開催。各地区の福祉活動員の活動状況確認や見守り

新鮮情報の回覧依頼、ボランティア活動への協力呼びかけを行った。また、援助活

動に役立つ福祉知識や手法の提供を目的としたミニ講座を引き続き開催した。 

・県や他市町村社協と協働で、福祉委員（福祉活動員）のＰＲ用ＤＶＤを作成した。 

 （２）定例会開催実績（ミニ講座名等） 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
〔２〕福祉活動員育成に向けた支援 
 （１）要 件 

・民生委員と協力した要援護者の見守り活動が継続できるよう、その把握や訪問援助

活動の機会を設けた。 

・研修は、地区福祉活動の活性化を目的に、見守り対象者の立場や想いを汲んだ支援

ができるよう当事者の理解や視点に着目する各種研修を行った。 

・更なる活動の活性化に向け、県内の福祉活動先進地視察研修による県内の他市町の

実践活動事例の学習を行った。 

（２）福祉活動員全体関連研修・実践活動 

研修・事業名／参加者 研修･実活動等内容（テーマ） 場所／講師等 

平成２６年 ５月２６日（月） 

◇定例会 

・福祉活動員 ６１名 

・民生委員  ２２名 

◇行政説明・民生委員との意見交換 

・地域福祉活動計画の策定説明 

・夏季一斉友愛訪問活動実施計画 

・福祉マップの作成 

役場２階会議室／

福祉課 

平成２６年 ８月２８日（木） 

◇第１回全体研修会 

・福祉活動員 ５３名 

◇全体研修 

・講義｢高齢者の特性理解とコミュニケー

ション力｣ 

・演習｢自己覚知の大切さを振り返る｣ 

オアシス早島／ 

中国短期大学・ 

寺山節子氏 

 開催年月日 部会名（内容） 参加者数 

第１回 平成２６年 ６月１８日（水） 生活支援部会（課題対策） １６名 

第２回 平成２６年 ６月１９日（木） 社会参加部会（課題対策） １５名 

第３回 平成２６年 ６月２０日（金） 福祉教育・啓発部会（課題対策） ５名 

第１回 平成２６年 ４月２４日（木） 総会／活動計画・予算の確認、役員の選任、 

社会福祉協議会の組織活動と福祉活動員の役割 

第２回 平成２６年 ６月２６日（木） 成年後見制度について 

第３回 平成２６年 ７月２４日（木） 高齢者の福祉制度と社会資源について 

第４回 平成２６年 ９月１８日（木） 身近な介護技術 

第５回 平成２６年１２月１８日（木） コミュニケーション麻雀体験 

第６回 平成２７年 １月２２日（木） 認知症の基礎知識（認知症ｻﾎﾟｰﾄ養成研修） 

第７回 平成２７年 ３月１９日（木） 次年度活動計画の協議等 
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平成２６年１０月 ９日（木） 

◇交流会 

・福祉活動員 ４２名 

・民生委員  １１名  

◇全体交流会 

・「グラウンドゴルフを体験しよう」 

 

矢尾グラウンド 

ゴルフ場 

平成２６年１１月 ６日（木） 

◇第２回全体（視察）研修会 

・福祉活動員 ３８名 

・その他   ３０名 

◇視察研修会 

・笠岡市社会福祉協議会 

地区社会福祉協議会の活動について 

サンライフ笠岡／ 

福）笠岡社会福祉

協議会・認Ｎ）笠

岡子ども劇場 

平成２６年１２月１日（月）

～１２日（金） 

◇年末大掃除おたすけ 

サービス 

・福祉活動員  ２５名 

・民生委員    ７名 

・社協職員    ７名 

・登録ヘルパー  1 名 

・その他     ９名 

◇高齢者・身体障がい者世帯にかかる 

年末大掃除の助け合い活動実践 

◇７５歳以上の高齢者世帯と年齢問わず

障がい者世帯の年末大掃除の手伝い 

※詳細別項 

 

 

 

町内高齢者・ 

身体障がい者世帯 

平成２７年 ２月２６日（木） 

◇第３回全体研修会 

・福祉活動員  ３９名 

◇全体研修 

・「いざという時の救急法」 

※普通救命講習修了証発行 

 

オアシス早島／ 

早島ＢＬＳ 

 
５．地区福祉活動の推進 
〔１〕高齢者給食サービス活動の推進 

（１）要 件 

  ・食事の準備などに苦労しているひとり暮らし高齢者等を対象として、給食ボランテ

ィアグループがバランスのとれた食事とふれあい交流の場を提供。 

  ・食材費等の助成や、活動を支援するためのアドバイスを行う。 

  ・倉敷保健所の協力を得て、食品衛生管理指導（研修、チェック表の運用、衛生用品

の支給）を継続して行う。 

（２）活動実績 

団体名 利用者数 提供者数 延実施回数 延利用者数 延提供者数 

クローバー １２ ５ 2１ ２０５ ８７ 

コスモス ２４ １２ ２２ ４５５ ２３３ 

スプリング ２５ １１ ２０ ４３３ ２０５ 

たんぽぽ ２１ ８ １０ １４６ ８１ 

マスカット １７ ６ １１ １４２ ６３ 

ひまわり会 ２８ １１ １１ ２８０ １１９ 

スマイル若宮 ２９ ３２ ２２ ５３０ ２４６ 

市場撫子の会 ２６ ９ １１ ２４９ ８９ 

合計：８団体 １８２ ９４ １２８ ２，４４０ １，１２３ 

（３）連絡会等開催実績 

  ◇第１回連絡会 

連絡会名 給食ボランティア連絡協議会（食品衛生研修） 

開催年月日 平成２６年 ９月１１日（木） 
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開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 ２４名（８グループ） 

内 容 ・「食中毒の予防と衛生面の注意」 

備中県民局 衛生課食品衛生班 山口 寛正 氏、原田 卓郎 氏 

・意見交換・事務連絡（助成金手続き、衛生用品の配布等について説明） 

◇第２回連絡会 

連絡会名 給食ボランティア連絡協議会（食品衛生研修会） 

開催年月日 平成２７年 ３月 ９日（月） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 １７名（７グループ） 

内 容 ・「食の安全情報・ノロウイルス感染拡大を防ぐには」 

備中県民局 衛生課食品衛生班 山口 寛正 氏、原田 卓郎 氏 

・事務連絡（助成金手続き、衛生用品の配布等について説明） 

   ※その他、平成２６年１１月２８日（金）に備中県民局が主催する「早島ハローズデリ 

カセンターの視察研修」に２０名（７グループ）が参加。 

 

〔２〕ふれあい･いきいきサロン活動の推進 
 （１）要 件  

・他者との交流が少なく、家に閉じこもりがちな高齢者等の不安や悩みの解消を図り、

気軽にふれあい交流や仲間づくりができる場を提供する活動の支援を行う。 

・毎月１回開催の場合は２万円/年、隔月開催の場合は１万円/年、奨励金を交付。交

付要綱に基づき、１７団体に奨励金の交付を行い、活動助言を行う。 

（１） サロン活動団体（合計１７団体） 

サロン名 開催場所 
対象 

地域 

延べ 

利用 

者数 

延べ

協力 

者数 

実施 

回数 
活動内容 

四 つ 葉 会 前 潟 前潟公民館 
前潟・ 

下前潟 
94 130 12 

茶話会、季節行事、創作活

動、イベント、講話 

し ゃ べ ろ う か い 宮崎公民館 宮 崎 128 24 12 茶話会、運動、創作活動  

中山ふれあいサロン 

さつき会 
中山公民館 中 山 76 38 10 

茶話会、運動、創作活動、 

季節行事、催し  

いきいきサロン市場 さつき荘 市 場 205 101 11 
茶話会、遊び、運動、講話、

創作活動、催し等 

弁 才 天 井 戸 端 喫 茶 
弁才天 

公民館 
弁才天 102 73 10 

茶話会、遊び、季節行事、 

創作活動、運動 

サ ロ ン ・ ひ だ ま り 
備南台 

公民館 
備南台 420 186 72 

茶話会、季節行事、遊び、 

小旅行、部会活動等 

なしず会 無津公民館 無 津 133 8 11 
茶話会、季節行事、講話、 

運動、奉仕活動 

はまぎくの会 個人宅 若 宮 27 40 10 
茶話会、イベント、創作活

動、小旅行 

日 笠 山 さ く ら 会 
日笠山 

公民館 
日笠山 220 50 6 茶話会、季節行事、催し  
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喫 茶 と よ く 頓行公民館 頓 行 147 63 11 
茶話会、遊び、運動、 

季節行事、催し等 

いきいきサロン三軒地 
三軒地 

公民館 
三軒地 115 23 12 

茶話会、創作活動、講話、 

イベント等 

塩津いきいきサロン 塩津公民館 塩 津 365 71 11 
季節行事、創作活動、 

イベント 

サロン若わか会 大谷荘 若 宮 108 42 21 
茶話会、運動、創作活動、 

講話 

サロン市場健康促進の会 
床田遊園、 

市場公民館 
市 場 116 51 14 茶話会、運動、講話、遊び 

いきいきサロン久々原 
久々原 

公民館 
久々原 88 17 6 

茶話会、季節行事、講話、 

創作活動 

片田ふれあいサロン 片田公民館 片 田 85 27 6 遊び、講話、催し 

喜楽亭 大谷荘 若 宮 578 235 10 
遊び、運動、講話、軽食喫

茶、催し 

合 計 ／ 延べ利用者数 ３，００７人 ／ 延べ協力者数 １，１７９人／ 実施回数 ２４５回 

（３）連絡会（研修会）開催実績 

連絡会名 ふれあいいきいきサロン研修会 

開催年月日 平成２７年 ２月１３日（金） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 ２３名（１４グループ） 

内 容 ・喫茶とよく（頓行地区）の活動について（発表） 

 喫茶とよく 代表 王田 政子 氏 

・活動課題と対応策の検討（グループワーク） 

その他 ・奨励金申請･報告手続き説明等 

 （４）奨励金交付実績 

    ３１０，０００円（１７団体）  

 
〔３〕夏季⼀⻫友愛訪問活動の実施 

（１）要 件 

  ・７０歳以上の方が居住する世帯及び年齢や同居の有無を問わず声かけが必要な要援

護者を対象に、熱中症予防啓発と地域との関係づくりを目的に、民生委員･福祉活

動員の協力を得て、全地区一斉の友愛訪問を行う。 

 （２）活動実績 

   ◇訪問実施期間 

    平成２６年５月下旬から６月中旬  

   ◇訪問対象者 

７０歳以上の方：２，２２０人／２８地区 
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〔４〕年末大掃除おたすけサービスの実施 
（１）要 件 

  ・７５歳以上の高齢者世帯の方、または障がい者世帯の方へおたすけ員を派遣し、年

末大掃除の負担軽減を図った。おたすけ員としては、民生委員･福祉活動員･地域の

ボランティアなど多くの住民の方々に広く協力を求めた。 

 （２）活動実績 

開催年月日 平成２６年１２月 １日（月）から１２月１２日（金） 

サービス実施世帯数 ３０世帯（高齢者世帯２５件、障がい者５件） 

おたすけ員協力者数 ４９名 

おたすけ員協力者 

内訳 

民生委員７名、福祉活動員２５名、とんかち４名、 

ボランティア５名、社協登録ＨＰ１名、社協職員７名 

 

〔５〕地区福祉活動の支援 
（１）要 件 

  ・地区会合へ参加し、地区住民協働で自治会単位での福祉活動の活性化やあり方を検

討した。また、その福祉活動の検討や活動に対し、助成（上限１０万円）を行った。 

 （２）活動実績（２地区） 

   ①片田自治会 

   ・救急医療情報キットの設置推進（４月） ・地区福祉活動検討会（毎月１回） 

   ・夏休み子どもサロンの開催（７～８月） ・新年もちつき会の開催（２月） 

 ※〔１〕福祉モデル地区の取り組み支援（片田自治会）参照  

②若宮自治会 

・地区福祉活動委員会（毎月１回）     ・友愛訪問活動の実施（２月） 

・三世代交流もちつき会（１月）      ・福祉講演会の開催（３月）  

 

６．福祉啓発（教育）の推進 
〔１〕夏のボランティア体験事業 
 （１）要 件 

  ・学生（中学・高校・大学等）や地域住民の方を対象に、町内の福祉（教育）施設やボ

ランティア団体の方々に、体験希望者の受入れの協力をいただき実施。体験終了後に、

体験の振り返りを目的とした事後研修会を実施した。 

 （２）実施結果 

   ①事前説明会 

開催年月日 平成２６年 ７月 ５日（土） 

開催場所 早島中学校体育館 

内 容 ①福祉の仕事について（講話、ＤＶＤ上映）  

（福）敬仁会特別養護老人ホーム白亜館 生活相談員  黒木俊則 氏 

（福）クムレ生活介護事業所コトノハ サブマネジャー 上村昌平 氏 

②ボランティア体験における心構え･注意事項の説明 

参加者 ２１４名  

＜参加者内訳＞ 

体験希望者１８４名、受入施設・団体関係者１８名、中学校職員７名、社協

職員５名 
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 ②ボランティア体験期間 

体験期間 平成２６年７月１９日（土）から８月３１日（日） ※夏季休暇期間 

受入団体 １６機関･団体（実受入：１４機関･団体数） 

協力団体 ＜福祉（教育）施設＞ 計９機関 

早島幼稚園／早島保育園／かんだ保育園／早島児童館／早島町地域活動支

援センター／早島町デイサービスセンター／特別養護老人ホーム白亜館／

早島町生涯学習課／早島支援学校／ 

＜ボランティア団体＞ 計７団体 

パソボラはやしま／はやしま朗読ボランティア福来朗／ぞうさんクラブ／

はやしま本だいすきの会／早島いぐさ手話サークル／早島要約筆記サーク

ル‘ぺんしる’／はやしま夏祭り実行委員会 

体験者数 ２０１名 

＜体験者内訳＞ 

中学生１３９名、高校６０名、大学生１名、一般１名 

体験案内校 １１校 

＜中学校＞  

早島中学校（計１校） 

＜高等学校＞  

岡山県立倉敷天城高等学校、岡山県立青陵高等学校、岡山県立倉敷中

央高等学校、岡山県立倉敷南高等学校、岡山県立倉敷商業高等学校、

私立倉敷翠松高等学校、私立倉敷高等学校、私立ノートルダム清心学

園・清心女子高等学校（計８校） 

＜短期大学・大学＞  

川崎医療福祉大学、中国学園大学・中国短期大学（計２校） 

③事後研修会 

開催年月日 平成２６年８月２１日（木） 

開催場所 早島町中央公民館 

内 容 体験の振り返り（グループワーク） 

参加者 １４３名  

＜参加者内訳＞ 

体験者１３３名、受入施設･団体関係者４名、中学校職員１名、社協職員５名 

 
〔２〕福祉教育への協⼒⽀援 
（１）要 件 

  ・早島小学校から要請を受け、早島支援学校生徒との交流に向け、その導入として４

年生を対象に体験教室を実施した。 

（２）実施結果   

開催年月日 平成２６年６月２３日（月） 

開催場所 早島小学校体育館 

内 容 車イスの基本操作の説明や体験、当事者の方のお話 

参加者 １３４名  

＜参加者内訳＞ 

小学４年生１２５名、身体障がい者福祉協会役員２名、小学校教員４名、社協

職員３名 
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〔３〕コミュニケーション麻雀普及事業 
（１）要件 

・多人数が楽しめ仲間づくりや介護予防活動に役立つ『コミュニケーション麻雀』の

普及と新たな地域活動参加者（普及員）発掘を目的に月２回『コミュニケーション

麻雀を楽しむ会』（２３回・２２４名参加）を開催した。 

・参加者の固定化、新規参加者の減少あり、ＰＲチラシを作成し広報折込により活動

の普及啓発に努めた。 

・依頼のあった団体（５団体・８７名参加）へ普及員の派遣を行った。 

・倉敷市で活動されている『コミコミ麻雀を広める会』との交流し情報交換を行った。 

（２）実施結果 

 普及行事名等 参加者数 備 考 

４月 楽しむ会（２回） １９名  

５月 楽しむ会（２回） １８名  

６月 楽しむ会（２回） ２４名  

介護者の会 １５名 町内の団体 

７月 楽しむ会（２回） ２６名  

８月 楽しむ会（２回） １９名  

９月 楽しむ会（２回） ２５名  

ニュー早島いつわ会 １２名 地区老人クラブ 

１０月 楽しむ会（２回） ２０名  

１１月 楽しむ会（２回） １７名  

１２月 楽しむ会（２回） １３名  

早島町福祉活動員協議会 ３３名  

１月 楽しむ会（２回） １４名  

市場健康促進の会 １２名 ふれあいいきいきサロン 

２月 楽しむ会（１回） １１名  

早島町身体障がい者福祉協会 １５名 町内の福祉当事者団体 

コミュニケーション麻雀交流会 ３２名 倉敷市の普及団体 

３月 楽しむ会（２回） １８名  

 
〔５〕障がい者作品展 

（１）要 件 

・国が定める「障害者週間（１２月３日～９日）」に合わせ､障がい者の方の作品展

を開催し､町民に対し､障がい者福祉への理解を深めていただく機会とした。 

（２）実施結果   

開催年月日 平成２６年１２月１日（月）から１２月１８日（木） 

開催場所 早島町地域福祉センター1 階ロビー 

主  催 早島町社会福祉協議会 

共  催 早島町身体障がい者福祉協会、早島つばさの会、ほのぼの会 

出展者数 ３８名（４２作品） 
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〔６〕福祉映画会 
（１）要 件 

・住民協働での個別ケアや福祉活動の活性化へ向けた機運をより高めていく機会とし

て、福祉や介護・医療等の幅広い関連分野をテーマとした映画会を開催した。 

（２）実施結果 

 開催年月日 平成２７年１月３１日（土） 

開催場所 早島町町民総合会館「ゆるびの舎」文化ホール 

主  催 早島町社会福祉協議会 

共  催 早島町 

協力団体 早島いぐさ手話サークル､はやしま朗読ボランティア福来朗､早島要約筆記サー 

クル‘ぺんしる’､パソボラはやしま､絵手紙ボランティアやまびこ､日曜大工ボ 

ランティアとんかち､ぞうさんクラブ､給食ボランティア（クローバー・コスモ 

ス・スプリング・たんぽぽ・マスカット・ひまわり会・スマイル若宮・市場撫子 

の会）､早島町民生児童委員協議会､早島町福祉活動員協議会､特定非営利活動法 

人 ふれあいネットはやしま､早島町婦人会､早島町保護司会､早島町更生保護女 

性会 

映 画 名 「いのちの山河」（まちづくり・地域包括医療） 

観 客 数 ４０２名（入場整理券３９１枚、当日発行整理券１１枚） 

アンケート回収数（３２４名） 

 
７．ボランティア活動の推進 
〔１〕ボランティア活動保険 
 （１）要 件 

   ・ボランティア活動をする方が安心して活動できるよう、事故やけが、賠償責任など

について補償するボランティア活動保険（実施主体：全国社会福祉協議会、受付窓

口：市町村社協）の加入促進を図る。 

 （２）加入者数計：６６１名 

   ◇団体加入：４６５名（２４団体） 

   ◇個人加入：１９６名 ※夏のボランティア体験活動者数を含む。 

 
〔２〕福祉ボランティアグループ活動の支援 

（１）要 件 

   ・福祉ボランティア団体への活動支援と活動費助成を行った。 

・助成金は、通常の活動費と活動に必要と認められる備品の助成を行った。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：１７０，５００円（６団体） 

    ①パソボラはやしま、②早島要約筆記サークル‘ぺんしる’、③早島いぐさ手話サ

ークル、④はやしま朗読ボランティア福来朗、⑤絵手紙ボランティアやまびこ、⑥

日曜大工ボランティアとんかち 

   ◆備品助成額合計：２０，０００円（１団体） 

早島要約筆記サークル‘ぺんしる’  

◆福祉教育助成額合計：３，０００円（１団体） 

早島いぐさ手話サークル 
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 〔３〕ボランティア活動に関する相談・調整 
（１）要 件 

・町内の在宅生活者やボランティア団体、各種機関や組織、団体から要請を受け、年間

を通じて、福祉ボランティア等の人材調整を行う。 

（２）調整件数 

  ○個人相談（個人の生活を支援する人材の協力要請） 

相談者 依頼事項等 調整内容 
調整件数 

（延べ活動者数） 

高齢者・障がい者世帯 家屋の軽微な修繕 
日曜大工ボランティア

の派遣調整 

２４件 

（４５人） 

高齢者・障がい者世帯 移送サービス 
運転ボランティアの 

派遣調整 

７件 

（１３名） 

学生 
町内高齢者施設でのボラ

ンティア活動を希望 

町内高齢者施設のボラ

ンティア活動先を案内 

１件 

（１人） 

合 計 
３２件 

（５９人） 

 

  ○団体相談（団体や組織活動を支援する人材の協力要請） 

相談元（団体） 行事名、依頼事項等 調整内容 
調整件数 

（延べ活動者数） 

早島小学校 
授業への協力 

（出前車いす体験） 

指導及び車いす 

使用者の参加要請 

１件 

（５人） 

早島中学校 
授業への協力 

（手話講座） 

手話通訳ボランティア

の派遣調整 

１件 

（６人） 

早島支援学校 授業への協力 
朗読ボランティアの 

派遣調整 

１件 

（７７人） 

南岡山医療センター 
つくし病棟での 

本の読み聞かせ 

朗読ボランティアの 

派遣調整 

１件 

（５８人） 

各地区サロン活動グループ 
通常活動のプログラム 

企画協力 

ボランティアの派遣 

調整 

２１件 

（４４人） 

地区老人クラブ 
通常活動のプログラム 

企画協力 

ボランティアの派遣 

調整 

２件 

（２人） 

地区愛育委員 
通常活動のプログラム 

企画協力 

ボランティアの派遣 

調整 

１件 

（１人） 

地区給食ボランティア 

グループ 

団体名簿の作成協力 団体名簿の作成 １件 

通常活動のプログラム 

企画協力 

ボランティアの派遣 

調整 

１件 

（１人） 

福祉当事者グループ 

講座企画運営協力 

（出前車いす･介助体験） 

企画運営調整及び講師

派遣 

１件 

（３人） 

通常活動のプログラム 

企画協力 

ボランティアの派遣 

調整 

２件 

（３人） 

合 計 
３３件 

（２００人）

※本会デイサービスセンターが、直接ボランティア調整をした件数は除く。 

※本会デイサービスセンターの受入ボランティア数は、通所介護事業（Ｐ.２７）参照。 
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８．福祉団体活動の支援 
〔１〕福祉当事者団体の支援 

（１）要 件 

   ・当事者団体へ活動支援と活動費助成を行った。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：４０８，３０４円（３団体） 

①早島町身体障がい者福祉協会、②早島つばさの会（知的障がい者の親の会）、  

③ブロンズクラブ（独居高齢者の会） 

   ◆福祉教育助成額合計：３，０００円（１団体） 

①早島町身体障がい者福祉協会 

 

〔２〕福祉団体の支援 
（１）要 件 

   ・福祉団体への活動支援と活動費助成を行った。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：１７２，０００円（２団体） 

①早島保護司会、②早島町更生保護女性会 

 
９．在宅介護⽀援事業 
〔１〕介護職員初任者研修の開催 

（１） 要 件 

  ・高齢者の多様化するニーズに対応した質の高い在宅介護を推進するため、町民一

人ひとりが介護に必要な知識と技能を習得し、地域福祉の担い手を養成するため、

町内在住・在勤者を対象に、「岡山県訪問介護員養成研修指定要綱」による介護

職員初任者研修のカリキュラムに基づき、通信制により実施した。 

（２） 研修期間 

平成２６年 ６月 １日（日）～ １０月１２日（日）／研修時間数１３０時間 

開催日 内 容 時 間 

平成２６年 

６月 １日（日） 

受付・開講式 ※１時間 

多様なサービスの理解 
 ６時間 

介護職の仕事内容や働く現場の理解 

６月 ８日（日） 

人間と尊厳を支える介護 
１.５時間 

自立に向けた介護 

介護職の役割、専門生と他職種との連携 

 ３時間 
介護職の職業倫理 

介護における安全の確保とリスクマネジメント 

介護職の安全 

６月１５日（日） 

介護保険制度 

１.５時間 医療との連携とリハビリテーション 

障がい者自立支援制度およびその他制度 

老化に伴うこころとからだの変化と日常 
 ３時間 

高齢者と健康 

障がい者の基礎的理解 
１.５時間 

障がいの医学的側面、生活障がい・心理・行動の特徴、かか
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わり支援等の基礎的理解 

家族の心理、かかわり支援の理解 

６月２２日（日） 

介護におけるコミュニケーション 
 ３時間 

介護におけるチームのコミュニケーション 

認知症を取り巻く状況 

 ３時間 
医学的側面からみた認知症の基礎と健康管理 

認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活 

家族への支援 

６月２９日（日） 

介護の基本的な考え方 

 ７時間 介護に関するこころのしくみと基礎的理解 

介護に関するからだのしくみの基礎的理解 

７月 ６日（日） 
移動･移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向け

た介護 
 ７時間 

７月１３日（日） 快適な居住環境整備と介護  ７時間 

７月２０日（日） 整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護   ７時間 

７月２７日（日） 
入浴･清潔保持に関連したこころとからだのしくみと自立に

向けた介護 
 ７時間 

８月 ３日（日） 
排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護  

 ７時間 
睡眠に関したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

８月１０日（日） 
生活と食事 

 ７時間 
食事に関したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

８月１７日（日） 
死にゆく人に関したこころとからだのしくみと終末期介護 

７時間 
介護課程の基礎的理解 

８月２４日（日） 総合生活支援技術演習（実技テスト）  ７時間 

８月２５日（月） 

から 

９月２６日（金） 

施設実習 ４時間 

９月２０日（土） 自主学習 ※３時間 

９月２８日（日） 筆記試験 ※１時間 

１０月１２日（日） 修了式、意見交換会 ※２時間 

合  計／８９．５時間 

※上記以外に、自宅通信学習４０.５時間（レポート数１５本）。 

※「※」の時間数については、要綱に規定する研修時間数に含まない。 

（３）実習先 

早島町デイサービスセンター、早島町ホームヘルパーステーション 

（４）委託先 

   ＮＰＯ法人ウェル福祉学習センター 

（５）修了者数 

   ９名 ※内町内在住・在勤４名、町外５名 

 
〔２〕介護用具貸出サービスの実施 

（１）要 件 

・介護が必要な状態にある方への介護用具の貸し出しを行う。介護認定を受け、介護

保険サービス内で利用できる方は、対象外としている。 
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・例年どおり旅行、一時的な外出、受診目的での車イスの短期貸出が多かった。また、

段差解消の為の簡易スロープや病院や施設からの一時帰宅時のポータブルトイレ

の貸与があった。 

（２）利用実績 

介護用具名 貸出件数 

車いす短期（１週間以内） ７６件 

車いす ０件 

スロープ  ７件 

ポータブルトイレ  ６件 

 
１０．福祉相談及び福祉サービスの利⽤援助 
〔１〕⽣活福祉資⾦貸付 

（１）要 件 

・低所得者世帯の経済的自立や身体障がい者世帯の生活意欲の助長促進及び、在宅福

祉、社会参加の促進のために必要な資金を貸付けるために、生活福祉資金貸付事務

（実施主体：岡山県社会福祉協議会、受付窓口：市町村社協）を行った。 

（２）対応実績 

貸付資金種類 相談件数 新規貸付 貸付中 償還中 

総合支援資金  ３ ０ ０ ２ 

福祉資金  ２ ０ ０ ０ 

教育支援資金  ０ ０ ０ １ 

不動産担保型生活資金 ０ ０ ０ ０ 

※旧･離職者支援資金 - - - １ 

合 計 ５ ０ ０ ４ 

（平成２７年３月３１日現在） 

 

〔２〕⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業 
（１）要 件 

・在宅で生活しており、自分の判断で福祉サービスの利用や日常的な金銭管理を適切

に行うことが困難な方をサポートする本事業（実施主体：岡山県社会福祉協議会）

の相談業務を行った。 

 

 （２）対応実績 

援助区分 相談件数 新規契約 継続援助中 契約解除 

認知症高齢者 ０ ０ ０ １ 

                         （平成２７年３月３１日現在） 
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１１．地域福祉センターの運営管理 
〔１〕施設利⽤ 
 （１）要 件 

   ・町内の地域福祉活動拠点として、福祉関係者を中心にセンター内の施設（４部屋、

開放フロア）の貸し出しと管理運営を行った。 

 （２）団体利用実績 

施設名 利用回数/年 利用人数/年 平均利用人数/回 

ボランティア室  １０１回 ６３７人 ６．３人 

調理実習室 ４７回 ７７２人 １６．４人 

会議室 １２４回 ２，９４０人 ２３．７人 

プレイルーム １０９回 １，３７０人 １２．６人 

開放フロア ２５回 １７４人 ７．０人 

（３）個人利用実績（プレイルームのみ） 

  ◆延べ利用者数：７７８人（小学生のみ） 

  ※平成２７年１月中旬から３月の間、小学校でインフルエンザ流行の為、開放中止。 

 

〔２〕備品･用具貸出 
（１）要 件 

   ・町内の地域福祉活動の活性化のため、福祉活動に役立つ備品･用具の貸し出しを行っ

た。 

 （２）利用実績 

援助区分 合 計 福祉関係団体 行政関係団体 

レクリエーション用具 １６ １５ １ 

機材 １９ １０ ９ 

その他 １０ ０ １０ 

 
 

Ⅲ．介護サービス事業 
１．居宅介護⽀援事業 
〔１〕居宅介護支援事業の実施 
 （１）要 件 

   ・利用契約を結んだ要介護状態の方に対し、ご本人やご家族の意思を尊重しながら、

介護・保健・医療・福祉サービスを適切に利用することができるよう、個別の居宅

サービス計画の作成や事業者等との調整を行った。 

・サービス利用以外の時間帯にもできるだけ安心した在宅生活が過ごせるよう、介護

保険制度以外にも行政専門職や民生委員･福祉活動員、住民のたすけあい活動との連

携を図った。 

 （２）利用状況等実施結果 

◆年間新規契約利用者：６９件（前年度比＋３３件）  

◆年間契約解除利用者：５４件（前年度比＋２２件） 

◆月間平均請求件数：１８９件（前年度比▲１２件）   
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（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 件 数 収 入（円） 

４月 184 2,065,680 

５月 188 2,105,390 

６月 191 2,136,490 

７月 188 2,114,360 

８月 187 2,108,810 

９月 189 2,144,940 

１０月 190 2,167,040 

１１月 187 2,161,430 

１２月 190 2,153,450 

１月 185 2,122,240 

２月 195 2,833,760 

３月 195 2,817,260 

合 計 2,269 26,930,850 

      
２．通所介護事業 
〔１〕通所介護事業の実施 
 （１）要 件 

   ・通所介護サービスの利用により、介護が必要な高齢者の身心の機能の悪化を防止す

るとともに、利用者が以前と変わらず自宅で生活でき、趣味活動や人との交流のあ

る生活を維持できるよう支援する。 

・介護をしている家族の心身の負担を軽減する。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：１２人（前年度比 ＋１人） 

◆年間延べ利用者数：7,825 人（前年度比 ▲４４８人） 

（３）利用状況及び収入の推移（要介護１～５の利用者）      

ｻｰﾋﾞｽ月 開所日数 実利用者数 延利用者数 
１日平均 

利用者数 
収 入（円） 

４月 ２６ ５６ ６５６ ２５．２ 5,269,250 

５月 ２７ ５７ ６８２ ２５．２ 5,465,194 

６月 ２５ ６０ ６７０ ２６．８ 5,469,070 

７月 ２７ ５９ ６８８ ２５．４ 5,861,970 

８月 ２６ ５９ ６８９ ２６．５ 5,912,830 

９月 ２６ ５８ ６６９ ２５．７ 5,767,891 

１０月 ２７ ５９ ６５９ ２４．４ 5,571,230 

１１月 ２５ ６０ ６６２ ２６．４ 5,568,109 

１２月 ２４ ６０ ６３２ ２６．３ 5,315,230 

１月 ２４ ５６ ５４７ ２２．７ 4,482,100 

２月 ２４ ６０ ６０７ ２５．２ 4,955,410 

３月 ２６ ５７ ６６４ ２５．５ 5,468,497 

合 計 ３０７ ７０１ ７，８２５ ２５．４ 65,106,781 
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※１日平均人数は、小数点第２位以下切捨て。 

 
〔２〕介護予防通所介護事業の実施  
 （１）要 件 

   ・介護予防通所介護サービスの利用により、要介護状態になることを予防し、心身と

もに自立した生活を維持できるよう支援する。 

・高齢者を支える家族の生活を支援する。 

（１） 利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：５人（前年度比＋1 人）  

◆年間延べ利用者数：１，１９０人（前年度比＋１８８人） 

（２） 利用状況及び収入の推移（要支援１～２の利用者）      

ｻｰﾋﾞｽ月 開所日数 実利用者数 延利用者数 
１日平均 

利用者数 
収 入（円） 

４月 ２６ １６ １１４ ４．３ 617,840 

５月 ２７ １７ １１９ ４．４ 639,880 

６月 ２５ １９ １２１ ４．８ 713,330 

７月 ２７ １７ １２６ ４．６ 633,540 

８月 ２６ １５ １００ ３．８ 586,050 

９月 ２６ １６ １１３ ４．３ 610,380 

１０月 ２７ １６ １０５ ３．８ 610,380 

１１月 ２５ １４ ８４ ３．３ 517,500 

１２月 ２４ １３ ７５ ３．１ 493,170 

１月 ２４ １３ ６７ ２．７ 448,950 

２月 ２４ １４ ７７ ３．２ 495,390 

３月 ２６ １４ ８９ ３．４ 517,500 

合 計 307 184 1,190 3.8 6,883,910 

       

〔３〕ボランティア協⼒（受⼊） 
 （１）要 件 

・演芸ボランティアを始め、季節行事や日常的プログラム支援としてボランティア受

け入れをし、デイサービスで過ごす時間の充実を図る。 

・ボランティア受入により、住民と利用者との交流の場としての役割を担う。 

 （２）実施結果 

団体での新規協力は１団体あった。個人では、高齢者施設での就労を目標にボラン

ティアで経験を積みたいという希望者の受け入れを行った。 

◇ボランティア来館数           

プログラム提供 
行事補助（延べ人数） 

月 個人活動 団体数 

４月 ５人 ２団体 花見 （２人） 

５月 １人 ５団体  

６月 １人 ５団体  

７月 ５人 ４団体 夏祭り（12 人） 

８月 ２人 ５団体  
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９月 ３人 ６団体  

10 月 ２人 ４団体 日帰旅行（４人） 

11 月 ３人 ３団体  

12 月 ４人 ７団体  

１月 ０人 ３団体  

２月 １人 ８団体 餅つき（１３人） 

３月 １人 ３団体  

合計 ２８人 ５５団体 （３１人） 

   

◇個人ボランティアの活動内容（有償の活動は除く） 

活動内容 活動人数 

碁の相手 １名 

アコーディオン演奏  １名 

化粧ボランティア  １名と補助 

写真撮影 １名 

ダンス披露 ４名 

カラオケ ２名 

レクリエーション補助 １名 

季節のイベント補助・利用者の付き添い 複数名 

 

◇団体ボランティアの活動内容（有償の活動団体は除く） 

団体名 活動内容（今年度活動回数） 

絵手紙ボランティアやまびこ 絵手紙教室の開催（５回） 

木の実会 子供との交流（１回） 

コーラスフルール コーラス（１回） 

じゃがいもの会 踊りと歌（１回） 

心光寺アロハフラ フラダンス（１回） 

多聞会 餅つき大会の物品借用（１回） 

ダンディボーイズと歌姫たち コーラス（１回） 

つくぼ商工会婦人部 ヘアーセットとメイク（１回） 

とんかち 餅つき補助 （４日間） 

早島オカリナ倶楽部 オカリナ演奏（１回） 

早島鬼面作りの会 節分に鬼装束で来館（１回） 

早島日本舞踊子供教室 踊り（１回） 

早島保育園 園児との交流 七夕会（1 回） 

フラ・さつき フラダンス（２回） 

邦楽集団 彩響 三味線と和太鼓演奏（１回） 

ほのぼの会 踊りと歌（４回） 

本だい好きの会 朗読会（１回） 

ねねの会             三味線演奏と歌（１回） 

野の花の会 創作（２回） 

舞民踊同好会 踊りと歌（２回） 

マンドリン◎ 楽器演奏（１回） 

要約筆記サークルぺんしる  OHPを使った俳句の紹介（１２回） 
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朗読ボランティアふくろう 対面朗読（９回）  

朗読会（１回） 

行事補助（１回） 

若竹会 踊り（１回） 

童太鼓 太鼓演奏（1 回） 

   ※◎は新規協力団体 

 
３．訪問介護事業 
〔１〕訪問介護事業の実施 
 （１）要 件 

   ・要介護状態になっても、利用者の方の望む暮らしができるよう、訪問により心身の

状況に応じた身体介護（入浴、排泄、食事の援助等）や生活援助（調理、掃除、買

い物等）、日常生活全般の援助を行った。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：２１件（昨年度比＋４件） 

◆年間延べ利用者数：５３３人（昨年度比＋２９人） 

◆年間延べ訪問回数：６，１１５回（昨年比▲５３４回） 

 （３）利用状況及び収入の推移（要介護１～５の利用者） 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入（円） 

４月 ４２ ４７２ 475.00 1,454,130 

５月 ４２ ５０３ 496.00 1,519,280 

６月 ４４ ４９０ 491.50 1,547,310 

７月 ４２ ５１４ 521.00 1,591,540 

８月 ４２ ４８５ 480.50 1,604 ,560 

９月 ４３ ５０８ 508.77 1,641,820 

１０月 ４６ ５６７ 569.00 1,761,890 

１１月 ４６ ５２１ 523.00 1,620,190 

１２月 ４６ ５００ 502.76 1,580,780 

１月 ４５ ４９７ 490.50 1,550,560 

２月 ４６ ４９９ 494.18 1,576,570 

３月 ４９ ５５９ 538.62 1,657,280 

合 計 ５３３ ６，１１５ 6,090.83      19,105,910 

 
〔２〕介護予防訪問介護事業の実施 
  （１）要 件 

   ・要支援状態になっても、生活機能の低下や重度化を防ぎ、自分らしい生活が実現で

きるよう支援を行う。 

（２）利用者状況等実施結果 

 ◆年間新規利用者：１１件（昨年度比＋５件） 

 ◆年間延べ利用者数：３０３人（昨年度比▲１２人） 

 ◆年間延べ訪問回数：１，９３９回（昨年度比▲１３８回） 
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（3）利用状況及び収入の推移（要支援１～２の利用者） 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入（円） 

４月 ２３ １６３ 145.25 518,680 

５月 ２７ １７４ 155.75 652,780 

６月 ２８ １８５ 167.50 631,320 

７月 ２６ １７５ 159.00 546,380 

８月 ２３ １５０ 135.00 488,900 

９月 ２３ １５２ 137.00 480,310 

１０月 ２５ １７２ 156.50 516,480 

１１月 ２６ １５３ 139.00 505,810 

１２月 ２５ １５１ 136.75 501,650 

１月 ２６ １５３ 137.50 526,050 

２月 ２５ １４７ 134.50 503,730 

３月 ２６ １６４ 150.75 518,560 

合 計 ３０３ １，９３９ 1,754.50             6,390,650 

 

〔３〕障がい者総合⽀援居宅介護事業の実施 
（１）要 件 

   ・総合支援法の趣旨に沿って住み慣れた地域で安心して自立した日常生活ができるよ

う障害の特性・心身の状態に配慮しながら身体介護・家事援助・通院介助など日常

生活全般の援助を行った。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：1 件（昨年度比＋１件） 

◆年間延べ利用者数：36 人（昨年度比▲4 人） 

◆年間延べ訪問回数：792 回（昨年度比＋126 回） 

 （３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ

月 

実利用

者数 

訪問 

回数 

訪問時間（時間） 
収 入（円） 

身体 知的 精神 児童 合計 

４月 3 ５６ 16.0 39.5 33.0  88.5 191,610 

５月 3 ７４ 16.0 48.0 36.0  100.0 222,510 

６月 3 ７０ 20.5 46.0 37.5  104.0 222,160 

７月 3 ７６ 28.5 48.0 35.0  111.5 235,700 

８月 3 ６８ 22.5 46.0 34.5  103.0 223,120 

９月 3 ４７ 23.5 50.0   73.5 180,910 

１０月 3 ６８ 17.5 58.5   77.0 193,000 

１１月 3 ６５ 19.0 59.0   78.0 195,290 

１２月 3 ６４ 18.5 53.0   71.5 173,540 

１月 3 ６４ 18.5 54.0   72.5 192,520 

２月 3 ６４ 17.5 55.0   72.5 195,320 

３月 3 ７６ 20.0 61.0   81.0 219,790 

合 計 36 ７９２ 238.0 618.0 176.0  1033.0 2,445,470 
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〔４〕障がい者移動支援事業（外出支援）の実施 
（１）要 件 

   ・総合支援法の趣旨に沿って住み慣れた地域で自分らしく生活するために、安全に外

出できるよう障害の特性・心身の状態に配慮しながら移動（外出）支援を行った。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：２人（昨年度比２人） 

◆年間延べ利用者数：５６人（昨年度比＋９人） 

◆年間延べ訪問回数：３７１回（昨年度比＋１０５回） 

 （３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ

月 

実利用

者数 

訪問回

数 

訪問時間（時間） 
収 入（円） 

身体 知的 精神 児童 合計 

４月 ４ ３０ 45.0 0 0 0 45.0 78,500 

５月 ４ ３２ 45.5 0 0 0 45.5 83,250 

６月 ４ ２５ 32.5 0 0 0 32.5 58,750 

７月 ４ ２５ 27.0 0 0 0 27.0 61,500 

８月 ４ １６ 24.0 0 0 0 24.0 46,000 

９月 ４ ２８ 36.0 0 0 0 36.0 66,000 

１０月 ６ ４０ 59.0 8.0 0 0 67.0 119,000 

１１月 ５ ３６ 35.0 10.0 0 0 45.0 78,500 

１２月 ５ ３２ 29.0 10.0 0 0 39.0 64,500 

１月 ５ ３１ 28.0 8.0 0 0 36.0 62,000 

２月 ５ ３６ 33.5 11.0 0 0 44.5 77,750 

３月 ６ ４０ 37.0 13.0 0 0 50.0 84,250 

合 計 ５６ ３７１ 431.5 60.0 0 0 491.5 880,000 

 
〔５〕生活支援訪問事業の実施 
  （１）要 件 

   ・生活支援を必要とし、役場より生活支援サービス決定された方に、安心して日常生

活を営む事が出来るようにその方に必要に家事援助を行った。 

（２）利用者状況等実施結果 

◆年間新規利用者：１件 （昨年度比＋１件） 

◆年間延べ利用者数：１０人（昨年度比＋２人） 

◆年間延べ訪問回数：３６回 （昨年度比＋２回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入（円） 

４月 1 ３ 3.0 4,500 

５月 0 ０ 0.0 0 

６月 0 ０ 0.0 0 

７月 １ ２ 2.0 3,000 

８月 １ ２ 2.0 3,000 

９月 １ ４ 4.0 6,000 

１０月 １ ５ 5.0 7,500 

１１月 １ ４ 4.0 6,000 
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１２月 １ ４ 4.0 6,000 
１月 １ ４ 4.0 6,000 
２月 １ ４ 4.0 6,000 
３月 １ ４ 4.0 6,000 

合 計 １０ ３６ 36.0 54,000 

 

〔６〕介護保険外サービス事業の実施 
  （１）要 件 

   ・介護保険制度対象外の有償の訪問介護。介護保険制度適用外で、日常生活に援助が

必要とする方に、介護保険制度を同様のサービス（家事援助、身体介護）に加え、

制度では行えないサービス（見守りを兼ねた話し相手等）を行い、安心して日常生

活を営む事が出来るよう援助を行った。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：１２件（昨年度比＋６件） 

◆年間延べ利用者数：４５人（昨年度比＋２５人） 

◆年間延べ訪問回数：１２０回（昨年度比＋１７回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入（円） 

４月 ４ ２０ 14.5 40,340 

５月 ５ ３４ 22.5 65,672 

６月 ６ 6 7.5 19,559 

７月 ４ ４ 2.0 5,192 

８月 ２ ５ 4.5 12,166 

９月 ５ １０ 12.0 35,145 

１０月 ５ ９ 9.5 28,236 

１１月 ３ ８ 6.0 16,060 

１２月 ３ ６ 7.0 20,014 

１月 ４ ７ 6.5 19,090 

２月 ２ ５ 4.5 12,166 

３月 ２ ６ 5.5 14,883 

合 計 ４５ １２０ 102.0 288,523 

 

 


